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仙
台
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
（
当
所
事
務
局
）で
は
「
復
興
と
鎮
魂
」を
テ
ー
マ
に
本

年
度
の
祭
り
の
開
催
を
決
定
。
本
番
に
先
立
っ
て
、
会
員
企
業
や
専
門
学
校
等
か
ら

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、十
一
社
・
二
校
か
ら
三
十
三
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
六
色
の
吹
流
し
に
よ
り
七
夕
の
長
い
歴
史
と
東
北
六
県
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
復
興
を
果
た
し
て
い
く
様
子
が
表
現
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
協
賛
会
で
は
、今
後
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
全
国
各
地
へ
赴
き
、仙
台
・
宮
城
・
東

北
の
元
気
な
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
東
北

の
夏
祭
り
へ
の
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
一
弾
と
し
て
、五
月
二
日
、三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
博
多
ど
ん
た

く
港
ま
つ
り
」に
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
が
招
待
を
受
け
参
加
。
仙
台
の
「
元
気
」を
訪

問
団
全
員
で
伝
え
て
き
ま
し
た
。

博多どんたく港まつりに参加し、沿道からの割れんばかりの大声援に笑顔
で応える訪問団【団長：庄子正文仙台七夕まつり実行委員長（前列左）】 。

5／2〜5／31

歴史・文化・伝統・地域社会・人 ・々力強さを６色の吹流しで表
現。また、東北６県が一つになって困難に立ち向かって復興
を果たして行こうという思いも込められた。

「
復
興
と
鎮
魂
」を
テ
ー
マ
に
仙
台
七
夕
開
催
へ
！

被
災
地
の
想
い
を
胸
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
始
動
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地
域
復
興
に
向
け
て
英
知
を
結
集

第
一
回
仙
台
復
興
推
進
委
員
会

　

当
所
で
は
震
災
に
よ
る
直
接
的
・
間
接
的
な
被
害
、

今
後
想
定
さ
れ
る
風
評
被
害
か
ら
、
地
域
商
工
業
者

が
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う

た
め
に
、
第
一
回
仙
台
復
興
推
進
委
員
会
（
委
員
長
渡

辺
静
吉
副
会
頭
）を
五
月
十
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
テ
ー
マ
ご
と
に
三
つ
の
分
科
会
を
設

置
。
Ａ
分
科
会
（
分
科
会
長
：
セ
ル
コ
ホ
ー
ム
㈱
代
表

取
締
役 
新
本
恭
雄
氏
）
で
は
行
政
等
関
係
機
関
へ
の

要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｂ
分
科
会
（
分
科
会
長
：

㈱
橋
本
店
代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
木
宏
明
氏
）で
は

各
業
種
団
体
が
取
り
組
む
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｃ

分
科
会
（
分
科
会
長
：
㈱
藤
崎
専
務
取
締
役 

田
中
昌

志
氏
）で
は
誘
客
や
元
気
発
信
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
そ

れ
ぞ
れ
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
意
見
を
集
約
し
、七
月
議
員
総
会
へ
提
案
の
う

え
、
政
府
・
行
政
等
の
復
興
計
画
に
反
映
さ
せ
る
働
き

か
け
や
各
種
事
業
を
通
じ
て
、
商
工
業
者
の
立
場
で
地

域
復
興
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

東
北
を
代
表
す
る
夏
祭
り
の
競
演

「
東
北
六
魂
祭
」

　

七
月
十
六
日
と
十
七
日
の
両
日
、
勾
当
台
公
園
、
市

民
広
場
、
定
禅
寺
通
な
ど
を
会
場
に
、
東
北
六
県
の
代

表
的
な
夏
祭
り
が
集
結
・
共
演
す
る
「
東
北
六
魂
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
や
過
剰

な
自
粛
ム
ー
ド
に
よ
り
、
東
北
各
地
が
観
光
客
の
減
少

に
苦
し
む
中
、
東
北
地
方
全
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
前

向
き
に
復
興
す
る
姿
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
た
め

に
、
初
め
て
実
施
さ
れ
る
も
の
。

　

五
月
三
十
一
日
に
東
北
各
県
庁
所
在
地
の
市
長
が
集

ま
り
行
わ
れ
た
記
者
発
表
会
で
、
実
行
委
員
長
に
就
任

し
た
鎌
田
宏
会
頭
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
各
地

の
八
月
の
本
祭
り
を
は
じ
め
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
皆

さ
ま
に
東
北
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

当
日
は
各
祭
り
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
や
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
物
産
市
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各分科会での検討過程において、実行可能な事業に
ついては即応的に実施しながら、１日も早い復旧・復
興に向けて機動的な活動を行っていきます。

東北の6市長とともに、東北六魂祭のロゴマークを掲げる
鎌田会頭（写真左）。

詳細は公式ホームページをご覧ください。
(http://www.rokkon.jp)

がんばろう！宮城
宮城を本拠地に、地元東北の復興を力強くサポートしていきます


